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延
　

長
管

径
最

大
水

深
国

庫
補

助
供

給
さ

れ
る

離
島

振
興

対
策

（
ｍ

）
（
m

m
）

（
ｍ

）
の

有
無

水
の

状
態

実
施

地
域

下
蒲

刈
島

海
底

送
水

管
呉

市
(戸

田
）

→
下

蒲
刈

島
Ｓ

4
6
～

4
7

1
,2

0
7
.0

鋼
管

溶
接

継
手

5
0
0

7
9

広
島

県
（
広

島
水

道
用

水
供

給
事

業
）

有
(広

域
）

浄
水

呉
市

上
蒲

刈
島

海
底

送
水

管
下

蒲
刈

島
→

上
蒲

刈
島

Ｓ
4
7
(H

1
0
移

設
）

4
7
4
.0

鋼
管

溶
接

継
手

5
0
0

3
9

広
島

県
（
広

島
水

道
用

水
供

給
事

業
）

有
(広

域
）

浄
水

呉
市

豊
島

海
底

送
水

管
上

蒲
刈

島
→

豊
島

Ｓ
4
6
～

4
7

7
2
3
.0

鋼
管

溶
接

継
手

4
5
0

4
4

広
島

県
（
広

島
水

道
用

水
供

給
事

業
）

有
(広

域
）

浄
水

呉
市

大
崎

下
島

海
底

送
水

管
豊

島
→

大
崎

下
島

Ｓ
4
6
～

4
7

9
0
9
.0

鋼
管

溶
接

継
手

4
5
0

4
4

広
島

県
（
広

島
水

道
用

水
供

給
事

業
）

有
(広

域
）

浄
水

呉
市

海
底

送
水

管
大

崎
下

島
→

大
崎

上
島

Ｓ
4
6
～

4
7

2
,5

6
0
.0

鋼
管

溶
接

継
手

4
0
0

5
5

広
島

県
（
広

島
水

道
用

水
供

給
事

業
）

有
(広

域
）

浄
水

大
崎

上
島

町

海
底

送
水

管
竹

原
市

→
大

崎
上

島
H

1
3
～

1
4

3
,5

1
0
.0

鋼
管

溶
接

継
手

4
0
0

5
5

広
島

県
（
広

島
水

道
用

水
供

給
事

業
）

有
(広

域
）

浄
水

大
崎

上
島

町

斎
島

給
水

船
豊

島
→

斎
島

H
2

―
―

―
―

―
呉

市
（
上

水
道

）
有

（
離

島
）

浄
水

呉
市

◎

三
角

島
海

底
送

水
管

大
崎

下
島

→
三

角
島

Ｓ
4
9

6
4
7
.0

ポ
リ
エ

チ
レ

ン
管

―
7
5

37
呉

市
（
上

水
道

）
有

(離
島

）
浄

水
呉

市
◎

長
島

橋
梁

添
架

（
長

島
大

橋
）

大
崎

上
島

(向
山

）
→

長
島

Ｈ
6

4
1
7
.9

Ｎ
Ｃ

Ｐ
鋼

管
リ
ン

グ
ジ

ョ
イ

ン
ト

2
5
0

―
大

崎
上

島
町

（
上

水
道

）
有

（
離

島
）

浄
水

大
崎

上
島

町
◎

生
野

島
海

底
送

水
管

大
崎

上
島

(垂
水

）
→

生
野

島
Ｓ

4
9
（
H

8
更

新
）

5
3
5
.0

ポ
リ
エ

チ
レ

ン
管

―
1
0
0

28
大

崎
上

島
町

（
上

水
道

）
有

（
離

島
）

浄
水

大
崎

上
島

町
◎

契
島

海
底

送
水

管
生

野
島

→
契

島
Ｓ

4
9
(H

1
4
更

新
）

7
2
5
.0

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

管
溶

接
継

手
1
0
0

4
7

大
崎

上
島

町
（
上

水
道

）
有

浄
水

大
崎

上
島

町

大
芝

島
海

底
送

水
管

東
広

島
市

（
小

松
原

）
→

大
芝

島
Ｓ

5
9

4
9
4
.7

ポ
リ
エ

チ
レ

ン
管

7
5

2
7
.5

東
広

島
市

（
上

水
道

）
有

（
無

水
源

）
浄

水
東

広
島

市

海
底

送
水

管
呉

市
(天

応
）

→
江

田
島

Ｓ
5
0

1
9
2
2
.0

鋼
管

溶
接

フ
ラ

ン
ジ

4
0
0

3
5

広
島

県
（
広

島
水

道
用

水
供

給
事

業
）

有
(広

域
）

浄
水

江
田

島
市

海
底

導
水

管
呉

市
（
天

応
）

→
江

田
島

Ｓ
3
8

1
8
4
0
.0

鋼
管

フ
ラ

ン
ジ

形
3
0
0

3
6

江
田

島
市

（
上

水
道

）
有

（
緊

急
改

善
）

沈
殿

水
（
自

己
水

）
江

田
島

市

沖
野

島
橋

梁
添

架
(沖

野
島

橋
）

東
能

美
島

→
沖

野
島

Ｓ
5
7
（
H

1
2
更

新
）

3
0
.0

鋳
鉄

管
（
配

水
支

管
）

Ｓ
Ⅱ

形
7
5

―
江

田
島

市
（
上

水
道

）
無

浄
水

江
田

島
市

海
底

送
水

管
東

能
美

島
→

倉
橋

島
Ｓ

5
3
～

5
4

8
9
3
.0

鋼
管

溶
接

継
手

4
0
0

4
5

広
島

県
（
広

島
水

道
用

水
供

給
事

業
）

有
(広

域
）

浄
水

呉
市

橋
梁

添
架

(音
戸

大
橋

）
呉

市
（
警

固
屋

）
→

倉
橋

島
Ｓ

3
6

H
1
6

1
5
9
.0

鋼
管

(1
1
6
ｍ

）
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
管

(4
3
ｍ

）
、

溶
接

継
手

2
5
0

―
呉

市
(上

水
道

）
無

浄
水

呉
市

鹿
老

渡
島

橋
梁

添
架

(堀
切

橋
）

倉
橋

島
→

鹿
老

渡
島

Ｓ
5
4

3
0
.0

鋼
管

溶
接

継
手

1
5
0

―
呉

市
(上

水
道

）
無

浄
水

呉
市

鹿
島

橋
梁

添
架

（
鹿

島
大

橋
）

鹿
老

渡
島

→
鹿

島
Ｓ

5
4

3
4
0
.0

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
リ
ン

グ
ジ

ョ
イ

ン
ト

1
5
0

海
抜

2
3
.5

m
呉

市
（
上

水
道

）
無

浄
水

呉
市

情
島

無
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

◎

似
島

海
底

配
水

管
広

島
市

（
出

島
）

→
似

島
Ｓ

4
1
（
3
,9

7
0
ｍ

）
Ｈ

1
2
（
3
6
8
ｍ

）
4
3
3
8
.0

鋼
管

溶
接

・
フ

ラ
ン

ジ
3
0
0

2
5

広
島

市
（
上

水
道

）
無

浄
水

広
島

市
◎

金
輪

島
海

底
配

水
管

坂
町

鯛
尾

→
金

輪
島

Ｓ
6
2

5
5
7
.0

鋼
管

溶
接

1
5
0

2
2

広
島

市
（
上

水
道

）
有

（
無

水
源

）
浄

水
広

島
市

宮
島

海
底

送
水

管
廿

日
市

市
（
大

野
）

→
宮

島
Ｓ

5
2

2
0
5
7
.0

鋼
管

溶
接

継
手

2
0
0

1
5

広
島

県
（
西

部
地

域
水

道
用

水
供

給
事

業
）

無
浄

水
廿

日
市

市

阿
多

田
島

海
底

送
水

管
（
一

部
陸

上
埋

設
）

大
竹

市
（
東

栄
）

→
阿

多
田

島
Ｓ

5
6
（
5
,2

7
2
ｍ

）
Ｈ

7
（
2
,2

6
5
ｍ

）
7
5
3
6
.8

海
底

部
:鋼

管
陸

上
部

:ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

鋼
管

：
溶

接
ダ

ク
タ

イ
ル

鋳
鉄

管
：
Ｔ

型

1
0
0

1
5
0

4
3

大
竹

市
（
上

水
道

）
有

(離
島

）
浄

水
大

竹
市

◎

佐
木

島
海

底
送

水
管

三
原

市
(須

波
）

→
佐

木
島

Ｓ
5
0

2
2
4
0
.0

鋼
管

溶
接

継
手

6
0
0

35
広

島
県

（
沼

田
川

水
道

用
水

供
給

事
業

）
有

（
広

域
）

浄
水

三
原

市
◎

小
佐

木
島

海
底

送
水

管
佐

木
島

→
小

佐
木

島
Ｓ

5
1

(H
1
8
一

部
更

新
)

(H
2
2
一

部
更

新
)

7
4
0
.0

特
殊

ポ
リ
エ

チ
レ

ン
管

融
着

接
合

5
0

31
三

原
市

（
上

水
道

）
有

(離
島

）
浄

水
三

原
市

◎

大
久

野
島

給
水

船
三

原
市

→
大

久
野

島
H

1
6

―
―

―
―

―
―

無
浄

水
竹

原
市

高
根

島
橋

梁
添

架
(高

根
大

橋
）

生
口

島
→

高
根

島
S
4
7
(H

3
0
更

新
）

2
0
4
.9

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

G
X

形
7
5

―
尾

道
市

（
上

水
道

）
有

（
離

島
）

浄
水

尾
道

市

生
口

島
海

底
送

水
管

佐
木

島
→

生
口

島
Ｓ

5
0

1
0
5
1
.0

鋼
管

溶
接

継
手

6
0
0

12
広

島
県

（
沼

田
川

水
道

用
水

供
給

事
業

）
有

（
広

域
）

浄
水

尾
道

市

海
底

送
水

管
生

口
島

→
因

島
（
田

熊
）

Ｓ
5
0

5
8
6
.0

鋼
管

溶
接

継
手

5
0
0

2
0

広
島

県
（
沼

田
川

水
道

用
水

供
給

事
業

）
有

（
広

域
）

浄
水

尾
道

市

海
底

送
水

管
（
休

止
中

）
向

島
（
津

部
田

）
→

因
島

（
大

浜
）

Ｓ
3
7

1
9
2
6
.0

鋼
管

溶
接

継
手

2
5
0

5
2

広
島

県
（
沼

田
川

水
道

用
水

供
給

事
業

）
無

浄
水

尾
道

市

細
島

海
底

送
水

管
因

島
（
深

浦
）

→
細

島
H

8
1
0
9
2
.6

特
殊

ポ
リ
エ

チ
レ

ン
管

融
着

接
合

1
0
0

3
5

尾
道

市
（
上

水
道

）
有

(離
島

）
浄

水
尾

道
市

◎

海
底

送
水

管
因

島
（
大

浜
）

→
向

島
（
津

部
田

）
H

2
2

2
1
3
3
.1

海
底

部
:鋼

管
陸

上
部

:ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

溶
接

継
手

K
形

4
0
0

5
2

広
島

県
（
沼

田
川

水
道

用
水

供
給

事
業

）
有

（
広

域
）

浄
水

尾
道

市

海
底

送
水

管
尾

道
市

（
山

波
）

→
向

島
（
向

東
）

Ｓ
4
9

3
7
8
.2

鋼
管

溶
接

継
手

5
0
0

1
0

広
島

県
（
沼

田
川

水
道

用
水

供
給

事
業

）
有

（
広

域
）

浄
水

尾
道

市

海
底

送
水

管
尾

道
市

（
山

波
）

→
向

島
（
向

東
）

Ｓ
4
1

2
9
3
.0

海
底

部
:鋼

管
陸

上
部

:ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

溶
接

継
手

A
形

3
0
0

1
0

広
島

県
（
沼

田
川

水
道

用
水

供
給

事
業

）
無

浄
水

尾
道

市

海
底

配
水

管
尾

道
市

（
十

四
日

元
町

）
→

向
島

（
向

東
）

Ｓ
4
0

H
2
1

3
4
2
.7

3
5
.1

鋼
管

特
殊

ポ
リ
エ

チ
レ

ン
管

溶
接

継
手

融
着

接
合

2
5
0

2
5
0

7
尾

道
市

（
上

水
道

）
無

浄
水

尾
道

市

海
底

配
水

管
尾

道
市

（
十

四
日

元
町

）
→

向
島

（
向

東
）

Ｓ
4
0

H
2
2

Ｈ
2
2
、

H
2
3

3
4
1
.1

3
8
8
.7

2
9
.7

海
底

部
:鋼

管
（
鞘

管
）

海
底

部
:特

殊
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

陸
上

部
:ダ

ク
タ

イ
ル

鋳
鉄

管

溶
接

継
手

融
着

接
合

N
S
形

2
5
0

1
5
0

1
5
0

7
尾

道
市

（
上

水
道

）
無

浄
水

尾
道

市

百
島

海
底

送
水

管
尾

道
市

（
浦

崎
）

→
百

島
Ｓ

5
0

1
,3

1
8
.5

特
殊

ポ
リ
エ

チ
レ

ン
管

融
着

接
合

1
0
0

1
0

尾
道

市
（
上

水
道

）
有

(離
島

）
浄

水
尾

道
市

◎

海
底

配
水

管
向

島
（
道

越
）

→
岩

子
島

Ｓ
5
0

2
2
0
.0

特
殊

ポ
リ
エ

チ
レ

ン
管

融
着

接
合

1
5
0

8
尾

道
市

（
上

水
道

）
無

浄
水

尾
道

市
橋

梁
添

架
(向

島
大

橋
）

向
島

（
津

部
田

）
→

岩
子

島
H

1
H

2
3

1
3
5
.4

1
3
.7

鋼
管

鋼
管

―
1
5
0

1
5
0

―
尾

道
市

（
上

水
道

）
無

浄
水

尾
道

市

海
底

配
水

管
福

山
市

（
鞆

）
→

走
島

S
5
0
～

5
2

4
,2

6
4
.3

鋼
管

溶
接

継
手

1
5
0

2
4

福
山

市
（
上

水
道

）
有

（
無

水
源

）
浄

水
福

山
市

海
底

配
水

管
福

山
市

（
鞆

）
→

走
島

H
2
9

1
,6

2
5
.4

ポ
リ
エ

チ
レ

ン
管

―
1
5
0

2
4

福
山

市
（
上

水
道

）
無

浄
水

福
山

市

仙
酔

島
海

底
配

水
管

福
山

市
（
鞆

）
→

仙
酔

島
H

2
0

6
8
0
.0

ポ
リ
エ

チ
レ

ン
管

―
1
5
0

33
福

山
市

（
上

水
道

）
無

浄
水

福
山

市

海
底

配
水

管
福

山
市

（
敷

名
）

→
田

島
Ｓ

5
0

7
2
0
.0

ポ
リ
エ

チ
レ

ン
管

―
1
5
0

1
9

福
山

市
（
上

水
道

）
有

（
基

幹
改

良
）
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概               要

明治23.  2. 13 　水道条例公布

昭和25.  4 　地盤沈下対策簡易水道新設補助制度創設(補助率1/2)

27.  4 　簡易水道国庫補助制度創設(補助率1/4)

　簡易水道県費補助制度創設

12. 12 　厚生省が｢水道料金について｣を通知

28.  4. 20 　厚生省が｢水道維持管理指針｣を策定、通知

 7. 22 　離島振興法公布(水道補助率35/100)

30. 10.  3 　広島県簡易水道協会設立

31. 11.  5 　社団法人広島県簡易水道協会設立許可される

32.  6. 15 　水道法公布(32.12.14施行)

33.  4 　広域簡易水道に対する国庫補助制度創設

 7. 16 　厚生省が｢水質基準に関する省令｣を公布

37.  4 　飲料水供給施設に対する国庫補助制度創設

41.  4 　簡易水道国庫補助制度拡充（補助率1/3創設）

 5.  6 　水質基準に関する厚生省令改正（陰イオン界面活性剤、六価クロム追加；41.5.20施行）

42.  4 　水道水源開発(1/3)、水道広域化施設(1/4)国庫補助制度創設

45. 12. 18 　厚生省が｢赤水対策について｣を通知

47.  4 　浄水場排水処理施設に対する国庫補助制度創設（補助率1/4）

48.  4 　簡易水道国庫補助制度拡充（条件の悪いもの4/10、離島簡易水道1/2、増補改良事業に補助）

49.  4.  1 　太田川東部地域水道用水供給水道が安芸灘地域へ給水開始

 7. 19 　厚生省が｢渇水対策について｣を通知

51.  4.  1 　沼田川水道用水供給水道が一部給水開始

 7.  1 　八幡川水道用水供給水道が一部給水開始

52.  6. 23 　水道法改正(広域的水道整備、簡易専用水道の規制導入等)

53.  3 　広島県水道整備基本構想(第1次)策定

　広島地域広域的水道整備計画策定

 4 　共同水質検査設備に対する国庫補助制度創設（補助率1/4）

　無水源地域簡易水道の国庫補助制度創設

 8. 31 　厚生省が｢水質基準に関する省令｣を一部改正(カドミウム追加、アンモニア性窒素削除;54.4.1施行)

55.  4 　簡易水道国庫補助制度拡充（期間的施設改良事業が補助対象）

56.  3. 25 　厚生省が｢トリハロメタンの暫定水質目標｣を設定

57.  3 　広島圏域広域的水道整備計画策定

 4 　広域的水道整備計画区域内の高料金水道に対する国庫補助制度創設

58.  3 　備後圏域広域的水道整備計画策定

 9. 20 　県が｢簡易専用水道監視指導要領｣を策定

59.  2. 18 　厚生省が｢トリクロロエチレン等の暫定水質基準｣を設定

60. 11.  6 　水道法施行令の一部改正(簡易専用水道の規制対象範囲拡大;61.11.1施行)

61.  4 　簡易水道国庫補助制度拡充（統合簡易水道が補助対象）

62.  1. 29 　厚生省が｢飲用井戸等衛生対策要領｣を制定

63.  4 　高度浄水施設に対する国庫補助制度創設（補助率1/4、1/3）

平成元.  4 　水道未普及地域解消事業の国庫補助制度創設

　沼田川水道用水供給事業と藤井川上水道企業団が統合

 6. 27 　厚生省が｢給水管等に係る衛生対策について｣を通知

 2.  4 　老朽管更新事業に対する国庫補助制度創設（補助率1/4、1/3）

　県が｢過疎地域水道普及事業補助金交付制度｣を創設

 5. 31 　厚生省が｢ゴルフ場使用農薬に係る水道水の暫定水質目標｣を追加設定(21項目)

 3.  1. 23 　厚生省が｢水道施設設計指針･解説｣を通知

6.   1 　厚生省が｢21世紀に向けた水道整備の長期目標(ふれっしゅ水道)｣を策定･公表

 7. 30 　厚生省が｢ゴルフ場使用農薬に係る水道水の暫定水質目標｣を追加設定(計30項目)

 9. 27 　台風19号により県内の水道施設に多大な被害発生

第　２　   水  道  関  係  年  表

年　月　日
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概               要

平成 4.  3. 27 　備後圏域広域的水道整備計画改定

10.  2 　太田川でシアン反応検出事案発生

12. 21 　厚生省が｢水質基準に関する省令｣を全面改正(5.12.1施行)

 5. 4 　水道未普及地域解消特別対策制度の創設（9年度までの制度）

12.  1 　県が｢広島県飲用井戸等衛生対策推進要領｣を策定

 6.  2. 18 　才乙川で重油流出事故発生

 3.  4 　水道水源保全事業の実施の促進に関する法律公布(6.5.10施行)

 3. 30 　県が｢広島県水道水質管理計画｣を策定

 7.  1 　県西部用水三ツ石浄水場給水開始

 7 ～ 　異常渇水により多数の市町村で給水制限や断水を実施

11. 25 　厚生省が｢小規模水道における膜ろ過施設導入ガイドライン｣を通知

 7. 1. 17   阪神 ・淡路大震災

 3. 23 　県が水道水質検査精度管理委員会設置

 8.  6. 26 　水道法の一部改正が公布(給水装置に係る規制緩和関係)

 8.  6 　厚生省が｢腸管出血性大腸菌感染症に係る健康診断の実施について｣を通知

10.  4 　厚生省が｢水道におけるクリプトスポリジウム暫定対策指針｣を通知

 9.  1. 31 　厚生省が｢水道の耐震化計画策定指針(案)｣を策定

 4. 10 　厚生省が｢飲料水健康危機管理実施要領｣を策定

 4. 17 　県が中山間地域水道施設整備費緊急対策事業補助金交付制度を創設(補助率1/10)

 4. 22 　厚生省が｢水道施設整備事業費用縮減行動計画｣を策定

10.  6.  1 　｢水道水質に関する基準の制定について｣の改正(ほう素指針値改正、ウラン、亜硝酸性窒素追加)

 6. 19 　厚生省が｢水道におけるクリプトスポリジウム暫定対策指針｣を改正

11. 30 　水道法の一部改正(水質検査機関の指定基準見直し)

11. 30 　「水道法第20条第３項に規定する厚生大臣の指定に関する規定」の公布・施行

11.  3 ～ 　コンピューター西暦2000年問題への対応

 6. 29 　集中豪雨により、県内の水道施設に多大な被害発生

　水質基準に関する厚生省令の一部改正(Cd、Pb、Cr（ⅤＩ）、Znの検査方法にICP－MS法)

　｢水道水質に関する基準の制定について｣の一部改正(監視項目にペンタソン等農薬4項目追加)

 7.  8 　｢地方分権の推進を図るための関係法律の整備等に関する法律｣の公布(水道法改正12.4.1施行)

 12. 27 　厚生省が｢水道水質に関する基準の制定について｣を改正(監視項目にダイオキシン類追加)

12.  2. 23 　厚生省が｢水道施設の技術的基準を定める省令｣の公布(12.4.1施行)

 4.  1 　水道法の一部改正(地方分権一括法に伴なう自治事務化等)

9. 11 　厚生省が｢水道水質に関する基準の制定について｣を一部改正

　(監視項目に二酸化塩素、亜塩素酸イオンを追加等)

10.  6 　鳥取県西部地震

13.  3. 24 　芸予地震により、県内の水道施設に多大な被害発生

 7.  4 　水道法の一部改正が公布(広域統合の推進、管理業務の委託、専用水道の規制対象範囲の拡大、

  貯水槽水道の管理、利用者への情報提供等;14.4.1施行)

11. 13 　厚生労働省が｢水道におけるクリプトスポリジウム暫定対策指針｣を改正

14.  3. 27 　厚生労働省が｢改正水道法に係る関係政省令｣を公布及び「水道水質に関する基準」を一部改正

　(鉛基準関係;15.4.1施行)

3 　広島県水道整備基本構想(第2次)策定

 4.  1 　新規専用水道の届出開始(届出期間14.9.30まで)

6. 28 　厚生労働省が｢飲料水健康危機管理実施要領｣を全面改定

12.  3 　厚生労働省が｢水道施設の技術的基準を定める省令｣の一部改正(P.6の基準改正)(15.4.1施行)

15. 4.  1 　県福祉保健部が｢健康危機管理マニュアル｣を策定

5. 30 　厚生労働省が｢水質基準に関する省令｣を全面改定(16.4.1施行)

7.  2 　水道法の一部改正｢20条水質検査機関及び34条簡易専用水道検査機関の指定制度を登録制度に変更｣

　(16.3.31施行)

7. 22 　厚生労働省が｢水質基準に関する省令の規定に基づき厚生労働大臣が定める方法」を公布

　(検査方法告示)(16.4.1施行)

7. 23 　厚生労働省が｢簡易専用水道の管理に係る検査の方法その他必要な事項｣を告示(全面改定15.10.1施行)

9. 29 　厚生労働省が｢水道法施行規則の一部を改正する省令｣及び｢残留塩素検査方法告示｣を公布

　(水質検査計画の策定など)(16.4.1施行)

年　月　日
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概               要

平成 16. １. 22 　厚生労働省が｢飲用井戸等衛生対策要領｣を改正

3. 15 　県が｢広島県水道水質管理計画｣を全面改定(16.4.1施行)

6. 1 　厚生労働省が｢水道ビジョン｣を策定･公表

7. 12 　呉市阿賀南において県用水と呉市の共同管の漏水事故による断水被害が発生

9.   7 　台風18号により県内の水道施設に多大な被害発生

17. 9.   4 　台風14号により県内の水道施設に被害が発生

10.   1 　水道法における知事権限の事務のうち、専用水道及び簡易専用水道に関する事務を特例条例により

　三次市に事務移譲

10. 17 　厚生労働省が「地域水道ビジョン」の作成について通知

18. 4.   1   水道法における知事権限の事務のうち、専用水道及び簡易専用水道に関する事務を特例条例により

　大崎上島町に事務移譲

 8. 25   県営水道送水トンネル崩落事故により、呉市及び江田島市において大規模な断水被害発生

  (断水期間8.26～9.5　断水世帯3万2千世帯)

9. 16   台風13号に伴う大雨により県内の水道施設に多大な被害発生

19. 3. 30 　厚生労働省が「水道におけるクリプトスポリジウム等対策指針」を策定

4.  1 　水道法における知事権限の事務のうち、専用水道及び簡易専用水道に関する事務を特例条例により

　竹原市、三原市、東広島市及び世羅町に事務移譲

6. 11 　厚生労働省が「簡易水道等施設整備費国庫補助金交付要綱」を一部改正

　（簡易水道事業統合計画書の策定）

7. 30 　厚生労働省が「水道施設整備費国庫補助事業評価実施細目」を一部改正

　厚生労働省が「水道事業の費用対効果分析マニュアル」を策定

　広島大学東広島キャンパスの簡易専用水道において、中水管との誤接合により冷水機等の水を

　飲用した学生等の健康被害発生

8. 13 　厚生労働省が「厚生労働省所管水道施設災害復旧費調査要領」を一部改正

8. 17 　県が「広島県水道施設事故対応マニュアル」及び「飲料水を起因とする健康危害管理マニュアル」を策定

11. 15 　厚生労働省が「水質基準に関する省令の一部を改正する省令」を公布（20.4.1施行）

20. 3. 28   厚生労働省が「水道施設の技術的基準を定める省令の一部を改正する省令」を公布

  （耐震性能の明確化、更新の際の耐震化など）（20.10.1施行）

4.  1 　水道法における知事権限の事務のうち、専用水道及び簡易専用水道に関する事務を特例条例により

　廿日市市、江田島市、安芸高田市、尾道市、庄原市及び北広島町に事務移譲

7. 11 　厚生労働省が「水道ビジョン」を改訂

21. 3. 6 　厚生労働省が｢水質基準に関する省令の一部を改正する省令｣を公布(21.4.1施行)

　国内、県内で新型インフルエンザ流行

7 　厚生労働省が｢水道におけるアセットマネジメント(資産管理)の手引き｣を作成

22. 1. 21 　県が「広島県災害対策要領（断水）」を制定

2. 17 　厚生労働省が｢水質基準に関する省令の一部を改正する省令｣を公布(22.4.1施行)

4.  1 　水道法における知事権限の事務のうち、専用水道及び簡易専用水道に関する事務を特例条例により

　府中市及び神石高原町に事務移譲

　7 　庄原市ほか県内各地で集中豪雨による断水被害等が発生

23. 1. 28 　厚生労働省が「水質基準に関する省令」を一部改正（23.4.1施行）

2. 2 　呉市阿賀において県用水と呉市の共同管の漏水事故による断水被害が発生

 3 　東日本大震災により、東北・関東地方の水道施設に甚大な被害が発生

3. 28 　「広島県水道整備基本構想（第2次）」の中間見直しを行い、「広島県水道ビジョン」として改定

8. 30 　水道法の一部改正｢水道事業者又は水道用水供給事業者が地方公共団体の場合は、布設工事監督

　職員の配置基準及び資格基準を政令で定める要件を参酌して条例で定める（24.4.1施行）、水道事業

　者、水道用水供給事業者又は専用水道の設置者が地方公共団体の場合は、水道技術管理者の資格

　基準を政令で定める要件を参酌して条例で定める（24.4.1施行）、専用水道及び簡易専用水道の権限

　をすべての市に移譲（25.4.1施行）など」

10. 3 　厚生労働省が「水道法施行規則の一部を改正する省令」を公布

　（事業認可に係る申請事務の簡素化（23.10.3施行）、事業の変更を行う場合における軽微な変更の範

　囲の拡大（23.10.3施行）、水質検査の信頼性の確保（24.4.1施行）など）

10. 3 　厚生労働省が「水道事業等の認可の手引き」を改訂

年　月　日

  7～8

  4～5
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概               要

平成 23. 10. 7 　厚生労働省が｢第三者委託の手引き｣を一部改正

11. 15 　厚生労働省が「飲用井戸等衛生対策要領」を改正（H25年度から飲用井戸等の事務を全市で実施）

24.  5 　ヘキサメチレンテトラミンの流出がもとで、利根川水系の浄水場においてホルムアルデヒドの基準値超過

　による断水が発生

25. 3. 29 　厚生労働省が「新水道ビジョン」を公表

4.  1 　専用水道、簡易専用水道に係る監督権限及び飲用井戸等の事務をすべての市に移管

26. 2. 28 　厚生労働省が「水質基準に関する省令」を一部改正（26.4.1施行）

8. 20 　広島市、安芸高田市で集中豪雨による断水被害等が発生

27. 3.  2 　厚生労働省が「水質基準に関する省令」を一部改正（27.4.1施行）

3.  6 　厚生労働省が「浄水処理対応困難物質」を設定

6. 23 　厚生労働省が｢水道の耐震化計画等策定指針」を改定

28.  1 　北広島町、庄原市、三次市で水道管凍結防止対策の影響と考えられる断水被害が発生

3. 28   厚生労働省が「水道事業等の認可の手引き」を改正
3. 30 　厚生労働省が「水質基準に関する省令の厚生労働大臣が定める方法等の一部改正等及び同留意事

　項」を通知（28.4.1施行）

3. 31 　厚生労働省が「水質異常時における摂取制限を伴う給水継続の考え方について」を通知

3. 31 　「平成26年の地方からの提案等に関する対応方針」に基づき、厚生労働省が、厚生労働大臣の指定

 　する都道府県に対し国の事務・権限の一部を移譲するため、「水道法施行令」を 一部改正（28.4.1施

　行）

6.  7 　「広島県生活基盤施設耐震化等補助金交付要綱」制定（28.4.1適用）

29. 3. 28 　厚生労働省が「水質基準に関する省令の厚生労働大臣が定める方法等の一部改正等及び同留意事

　項」を通知(29.4.1施行)

3. 31 　各市町の簡易水道事業統合計画に基づき、平成28年度末までに、計画されていた全ての14市町で簡

　易水道事業の上水道事業等への事業統合が完了

　一般社団法人広島県簡易水道協会解散

29. 4.  1 　広島県簡易水道協会設立

30. 3. 28 　厚生労働省が「水質基準に関する省令の厚生労働大臣が定める方法等の一部改正等及び同留意事

　項について」を通知（30.4.1施行）

30.   7.  6   平成30年7月豪雨により県内の水道施設に多大な被害が発生

30. 12. 12   「水道法の一部を改正する法律」公布（第三次改正）（令和元.10.1施行）

31. 3. 29   厚生労働省が、「水質基準に関する省令の制定及び水道法施行規則の一部改正等及び同留意事項

　について」を通知（31.4.1施行）

令和元. 5. 29 　厚生労働省が「水道水中のクリプトスポリジウム等対策の実施について」の一部改正

9. 30 　厚生労働省が「改正水道法の施行について」を通知
　厚生労働省が「水道事業等の認可の手引き」を「水道事業等の認可等の手引き」と名称変更した上で、
　改訂。

10. 1 　「水道法の一部を改正する法律」が施行

10. 17 　厚生労働省が「飲用井戸等衛生対策要領」を一部改正

10. 24 　県が「広島県飲用井戸等衛生対策推進要領の改正について」を一部改正

2. 1. 31 　厚生労働省が「新型コロナウイルス感染症に対する対応について」を通知　　

3. 30 　厚生労働省が「水質基準に関する省令の一部改正等について」を通知（六価クロム基準値変更等）

　厚生労働省が「「水質基準に関する省令の一部改正等について」の留意事項について」を通知

　（PFOS、PFOA要検討項目に追加等）

3. 31 　広島県簡易水道協会解散

 6 　県が「広島県水道広域連携推進方針」を策定

11. 30 　厚生労働省が「職場における新型コロナウイルス感染症への感染予防及び健康管理について」を通知

3. 2. 2 　厚生労働省が水道における「「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策」の実施について」

　を通知

3. 26 　厚生労働省が「水質基準に関する省令の制定及び水道法施行規則の一部改正等及び同留意事項

　について」を通知

年　月　日
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概               要

令和  3.  4 　県が企業団設立準備協議会を設置

 　3. 4. 16 　厚生労働省がインフラ長寿命化計画（行動計画）を更新（R3～R7）

4. 20 　厚生労働省が「水道法施行規則の一部を改正する省令について」を通知（登録水質検査機関の届出

  様式の変更）

4. 3. 15 　厚生労働省が「申請書等への添付を求める写真の規格の見直し等のための厚生労働省令の一部を改

　正する省令の施行等について（水道関係）」を通知

4. 3. 31 　厚生労働省が「水質基準に関する省令の規定に基づき厚生労働大臣が定める方法の一部改正等に

　ついて」を施行通知

4. 3. 31 　厚生労働省が「「水質基準に関する省令の制定及び水道法施行規則の一部改正等について」の一部

　改正における留意事項について」を通知

4. 5. 27   厚生労働省が「水道法施行令の一部を改正する政令の施行について」を通知（新型コロナ感染症対策

　に伴い、給水装置工事主任技術者試験の受験手数料の額の改定）

4. 10. 1 　水道施設台帳の作成及び保管義務の施行

4. 11. 18 　「広島県水道広域連合企業団」設立

5. 3. 22 　厚生労働省が「水道法施行規則の一部改正について（水道施設の維持及び修繕関係）」を通知（R6.4

　.1施行）

5. 3. 24 　厚生労働省が「水質基準に関する省令の規定に基づき厚生労働大臣が定める方法等の一部改正 に

  ついて」及び 「（同）の留意事項について」を通知（検査方法の追加と改正、及び関係通知などの改正）

  （R5.4.1施行）

年　月　日
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第３  用 語 の 説 明         
 

●水道事業  

 一般の需要に応じて水道により水を供給する事業で、計画給水人口が101人以上のもの。 

●上水道事業  

 計画給水人口が5,001人以上の水道事業。原則として独立採算である。 

●簡易水道事業  

 計画給水人口が5,000人以下の水道事業。施設整備に対する国庫補助制度など、上水道に比べ財政上の特例がある。 

●水道用水供給事業  

 水道事業者にその用水（浄水）を供給する事業。水道水の卸売業。 

●専用水道  

 101人以上の居住者に水を供給する自家用の水道又は生活の用に供する水の１日最大給水量が20ｍ3を超える水道。 

●簡易専用水道  

 ビル、マンション等に設置される貯水槽その他水道事業から供給を受ける水のみを水源とする水道で、受水槽の有効容

量が10m
３
を超えるもの。毎年１回以上、水槽の清掃や法定検査を行うことが義務づけられている。 

●貯水槽水道 

  簡易専用水道を含め、水道の規模によらない建物内水道の総称。水道事業者と貯水槽水道の管理者等との間で、貯水槽水道

に関する責任を供給規程により明確に定めるよう規定（水道法第14条第２項第５号）されており、水道事業者が設置者に対す

る助言等を行う根拠となっている。 

●飲料水供給施設  

 一般的に、50人以上100人以下の給水人口に飲用水を供給する水道をいうが、水道法上に定義はない。 

●計画給水人口  

 水道事業計画で定められる給水人口。水道施設規模を決定する要因の一つ。水道事業認可で決定される。 

●給水区域  

 水道事業認可を受けて、一般の需要に応じて給水を行うことができる区域。 

●給水普及率  

 計画給水区域内の水道の普及率。現在給水人口を給水区域内人口で除した値。 

●水道普及率  

 市町村、県等行政区域内の水道の普及率。現在給水人口を行政区域内人口で除した値。 

●計画１日最大給水量  

 １年のうち１日給水量が最大の日の量。水道を整備する上での目標とし、水道事業認可で決定される。 

●有効水量  

 使用上有効と見られる水量。有収水量や事業用水量等がある。一方、「無効水量」とはメータより上流部での水道管か

らの漏水や、水道施設の損傷などにより無効になった水量をいう。 

●有効率  

 有効水量／給水量（％）。厚生労働省ではこの目標値を大規模事業98％以上、中小規模事業95％以上としている。 

●有収水量  

 料金収入の対象となる水量。他の水道事業への分水量、他会計から維持管理費としての収入がある水量（消防など）を

含む。一方、「無収水量」とは料金徴収の対象とならない水量であり、公園用水量、消火栓使用水量等の総量をいう。 

●有収率  

 有収水量／給水量（％）。一般に有効率より２～３ポイント低い。 

●負荷率  

 １日平均給水量／１日最大給水量（％）。この値が大きいほど施設効率がよい。 

●稼働率  

 １日最大給水量／施設能力（％）。 

●水道料金  

 条例に基づき料金が定められている。料金体系としては、用途別、口径別等がある。 

●給水原価  

 有収水量１m
３
当たりに必要な費用。供給原価ともいう。 

●供給単価  

  有収水量１m
３
当たりで得られる収益。給水単価ともいう。 
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●表流水 

 河川を流れる水。ちなみに、左岸とは、上流から下流に向かって左側の岸のことをいう。 

●伏流水 

 河川の地下を河川と共に流れる水。河川水の一部とみなされる。 

●水利権 

 主な河川水を取水するのに必要な権利。表流水及び伏流水について設定される。自流によるものと、ダムによるものと

がある。原則として１年中取水可能な権利を安定水利権と言い、建設中のダムに参加した場合等で水量が豊富な時期のみ

に取水可能な権利を暫定（豊水）水利権と言う。 

●浅井戸 

 深度の比較的浅い井戸で、第１不透水層より浅い水を取水する。 

●深井戸 

 深度の比較的深い井戸で、第１不透水層より深い水を取水する。ボーリング井戸が多い。 

●塩素消毒 

 水道水は、安全性を保つため、塩素による消毒が義務付けられている。塩素を用いず二酸化塩素や紫外線による消毒は、

認められていない（ただし、二酸化塩素については、浄水における前処理で、紫外線についてはクリプト対策としての使

用は認められている。） 

●緩速ろ過 

 原水を１日４～６ｍの速度でろ過する方法。砂中の微生物により浄化されるため、水質は良好であるが、広い敷地が必

要になること、維持管理に人手がかかる等の欠点がある。 

●急速ろ過 

 凝集剤を用いて凝集沈殿処理をした後、１日120～160ｍの速度でろ過する。濁度の高い水でも処理できる。 

●膜ろ過 

  連続した組織の間にある孔や分子配列のすきまを利用し、不純物を分離する方法。膜の孔径により、精密ろ過（ＭＦ）

 膜、限外ろ過（ＵＦ）膜などがある。 

●高度（浄水）処理 

 緩速ろ過や急速ろ過で除去できない物質や臭い等を除去する方法で、活性炭処理、オゾン処理などがある。 

●浄水受水  

 水道用水供給事業又は他の水道事業から水道水の供給を受けること。広島県では島しょ部など自己水源の乏しい地域が、

さらには愛媛県上島町も、県企業局から受水している。 

●導水施設  

 原水を水源から浄水場まで送る施設。導水管、原水調整池などがある。 

●送水施設 

 浄水場から配水池まで送る施設。調整池、送水ポンプ、送水管などがある。一旦配水池から流下させた水を再度ポンプ

アップにより別の配水池に上げるような施設も送水施設である。 

●配水施設 

 水道水を配水池から家庭等に送る施設。配水池、配水管、配水ポンプ、バルブなどがある。 

●給水管  

 配水管から家庭へ水道を引き込む管のことで、個人所有が一般的。水道事業体との境界は、各水道事業者の供給規定に

より定められている。 

●鋳鉄管  

 鋳鉄又はこれに鋼を配合して鋳造した管。強度大で耐食性があるが、衝撃に比較的弱い。現在製造されていない。 

●ダクタイル鋳鉄管 （DIP） 

 鋳鉄にマグネシウム等を添加して、たわみ性、対衝撃性を持たせた管。現在、水道管の主流となっている。 

●石綿セメント管 （ACP） 

 石綿とセメントを混ぜて造られた管。安価、軽量で加工性がよいため小口径の管路に多く使われていたが、衝撃に弱く

漏水が多いため現在は製造されていない。早急な布設替えが必要となっている。 

●硬質塩化ビニル管 （PVC） 

 軽量、安価で加工性がよいため、小口径の水道管の主流となっている。ダクタイル鋳鉄管より対衝撃性に劣るため、国

道等交通量の多い道路への布設は認められない場合が多い。 

●鋼管 （SP） 

 軽量、柔軟かつ強じんであるため、海底管や水管橋に多く使われている。 
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市 町 名 担当部局課

水道局 〒７３０－００１１ 広島市中区基町9－32 ０８２－５１１－６８０６ （直）

健康福祉局保健部
環境衛生課

〒７３０－００４３　 広島市中区富士見町11-27 ０８２－２４１－７４０８ （直）

上下水道局
上下水道総務課

〒７３７－００5１　 呉市中央六丁目2－9　つばき会館内 ０８２３－２６－１６０３ （直）

福祉保健部保健所
生活衛生課

〒７３７－００４１　
呉市和庄一丁目2-13　すこやかセンター
5F

０８２３－２５－３５３８ （直）

公営企業部
水道課

〒７２５－８６６６　 竹原市中央四丁目8－17 ０８４６－２２－７７６８ (直）

市民福祉部
市民課

〒７２５－８６６６　 竹原市中央五丁目1－35 ０８４６－２２－２２７９ (直）

水道部 〒７２３－００６５ 三原市西野五丁目14－1 ０８４８－６４－２２97 （直）

生活環境部
生活環境課

〒７２３－８６０１ 三原市港町三丁目5-1 ０８４８－６７－６１７8 （直）

上下水道局 〒７２２－００４６　 尾道市長江三丁目6－52 ０８４８－３７－８７００ （代）

市民生活部
環境政策課

〒７２２－８５０１　 尾道市久保一丁目15－1 ０８４８－３８－９４３４ （直）

上下水道局経営管理部
上下水道総務課

〒７２０－８５２６ 福山市古野上町15－25 ０８４－９２８－１５３０ （直）

保健所
生活衛生課

〒７２０－８５１２ 福山市三吉町南二丁目11-22 ０８４－９２８－１１６５ （直）

上水下水道課 〒７２６－００２２　 府中市用土町440－1 ０８４７－４３－７１６８ （直）

市民課 〒７２６－８６０１　 府中市府川町315　 ０８４７－４３－７２０７ （直）

水道局
水道課

〒７２８－００２１　 三次市三次町501 ０８２４－６２－６１６５ （直）

市民部
環境政策課

〒７２８－８５０１　 三次市十日市中二丁目8－1 ０８２４－６２－６１３６ （直）

水道局
水道課

〒７２７－８５０１ 庄原市中本町一丁目10－1　 ０８２４－７３－１197 （直）

環境建設部
環境政策課

〒７２７－０００３ 庄原市是松町20－25 ０８２４－７２－１３９８ （直）

上下水道局
工務課

０８２７－５９－２１９２ （直）

市民生活部
環境整備課

０８２７－５９－２１５４ （直）

水道局 〒７３９－００２５　 東広島市西条中央二丁目5－18 ０８２－４２１－３６６５ （直）

生活環境部
環境先進都市推進課

〒７３９－８６０１ 東広島市西条栄町8-29 ０８２－４２０－０９２８ （直）

水道局
工務課

〒７３８－００３３　 廿日市市串戸五丁目10－15 ０８２９－３２－５２９４ （直）

生活環境部
生活環境課

〒７３８－８５０１　 廿日市市下平良一丁目11-1 ０８２９－３０－９１47 （直）

公営企業部
水道課

０８２６－４７－１２０３ （直）

市民部
社会環境課

０８２６－４２－１１２６ （直）

企業局
水道施設課

〒７３７－２１９３ 江田島市江田島町中央一丁目1－1 ０８２３－４２－３３１１ （代）

市民生活部
地域支援課

〒７３７－２２９７ 江田島市大柿町大原505番地 ０８２３－４３－１６３７ （直）

町民生活部
環境課

０８２－２８６－３２４２ （直）

危機管理監
危機管理課

０８２－２８６－３２４３ （直）

海 田 町 上下水道課 〒７３６－８６０１　 安芸郡海田町上市14－18 ０８２－８２３－９２１１ （直）

熊 野 町
公営企業部
上下水道課

〒７３１－４２９２　 安芸郡熊野町中溝一丁目1－1 ０８２－８２０－５６１０ （直）

坂 町
民生部

環境防災課
〒７３１－４３９３　 安芸郡坂町平成ヶ浜一丁目1－1 ０８２－８２０－１５06 （直）

安芸太田町 建設課 〒７３１－３８１０　 山県郡安芸太田町大字戸河内784－1 ０８２６－２８－１９６３ （直）

北 広 島 町 上下水道課 〒７３１－１５９５　 山県郡北広島町有田1234 ０５０－５８１２－１８６１ （直）

大崎上島町 上下水道課 〒７２５－０３０１ 豊田郡大崎上島町中野2067－1 ０８４６－６４－３５１３ （直）

世 羅 町 上下水道課 〒７２２－１１１４　 世羅郡世羅町大字東神崎351 ０８４７－２２－０５３３ （代）

町民課
環境整備係

〒７２２－１１92　 世羅郡世羅町大字西上原123-1 ０８４７－２２－４５１３ （代）

神石高原町 環境衛生課 〒７２０－１５２２ 神石郡神石高原町小畠1701 ０８４７－８９－３３３６ （直）

〒７３５－８６８６　 安芸郡府中町大通三丁目5ー1府 中 町

第 ４　　　市 町 水 道 担 当 部 局 課 名 簿

電 話 番 号

三 次 市

広 島 市

呉 市

福 山 市

令和5年3月31日現在　　

住　　　　　　　　　　　　所

竹 原 市

三 原 市

庄 原 市

尾 道 市

〒７３９－０６９２　 大竹市小方一丁目11－１

江 田 島 市

廿 日 市 市

府 中 市

〒７３１－０５９２ 安芸高田市吉田町吉田791安芸高田市

大 竹 市

東 広 島 市
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三原市、尾道市、世羅町
福山市、府中市、神石高原町

東部厚生環境事務所
東部保健所　生活衛生課
所在地　〒722-0002　尾道市古浜町26-12
代表電話番号　0848（25）2011

三次市、庄原市

北部厚生環境事務所
北部保健所　生活衛生課
所在地　〒728-0013　三次市十日市東四丁目6-1
代表電話番号　0824（63）5181

広島市、大竹市、廿日市市、府中町
海田町、熊野町、坂町、呉市、江田島市
安芸高田市、安芸太田町、北広島町

竹原市、東広島市、大崎上島町

西部東厚生環境事務所
西部東保健所　生活衛生課
所在地　〒739-0014　東広島市西条昭和町13-10
代表電話番号　082（422）6911

第５　　保　健　所　管　轄　一　覧
令和5年3月31日現在　　

市町名 管轄保健所

西部厚生環境事務所
西部保健所　生活衛生課
所在地　〒738-0004　廿日市市桜尾二丁目2-68
代表電話番号　0829（32）1181
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（令和５年３月31日現在　単位：人）

上水道 簡易水道 専用水道 合 計（B) B/A(%)

1  北  海  道 5,114,809 4,722,260 289,437 16,158 5,027,855 98.3

2  青      森 1,189,627 1,142,056 25,884 3,023 1,170,963 98.4

3  岩　　　手 1,177,487 1,087,300 21,854 4,988 1,114,142 94.6

4  宮　　　城 2,246,056 2,226,293 2,524 744 2,229,561 99.3

5  秋　　　田 918,387 782,136 60,624 2,998 845,758 92.1

6  山　　　形 1,035,555 1,005,395 20,047 186 1,025,628 99.0

7  福　　　島 1,775,060 1,606,680 54,982 4,299 1,665,961 93.9

8  茨　　　城 2,828,848 2,664,463 26,700 5,063 2,696,226 95.3

9  栃　　　木 1,922,735 1,826,870 3,667 20,232 1,850,769 96.3

10  群　　　馬 1,924,139 1,845,741 66,990 2,024 1,914,755 99.5

11  埼　　　玉 7,328,073 7,301,451 4,371 6,041 7,311,863 99.8

12  千　　　葉 6,269,572 5,954,846 5,880 42,825 6,003,551 95.8

13  東　　　京 14,061,828 14,026,502 11,515 23,485 14,061,502 100.0

14  神　奈　川 9,222,108 9,196,420 14,346 4,806 9,215,572 99.9

15  新　　　潟 2,135,036 2,039,279 83,435 2,700 2,125,414 99.5

16  富　　　山 1,009,050 921,090 21,774 3,199 946,063 93.8

17  石　　　川 1,111,480 1,070,657 23,920 4,978 1,099,555 98.9

18  福　　　井 755,510 687,787 41,032 956 729,775 96.6

19  山　　　梨 808,468 711,056 80,989 4,691 796,736 98.5

20  長　　　野 2,006,353 1,900,993 84,460 1,606 1,987,059 99.0

21  岐　　　阜 1,933,019 1,775,646 56,060 4,190 1,835,896 95.0

22  静　　　岡 3,561,252 3,461,681 51,521 14,123 3,527,325 99.0

23  愛　　　知 7,475,630 7,451,535 8,657 10,648 7,470,840 99.9

24  三　　　重 1,766,053 1,749,930 8,019 2,020 1,759,969 99.7

25  滋　　　賀 1,411,189 1,388,650 13,624 5,567 1,407,841 99.8

26  京　　　都 2,546,825 2,528,726 10,666 1,731 2,541,123 99.8

27  大　　　阪 8,770,650 8,768,273 0 1,937 8,770,210 100.0

28  兵　　　庫 5,378,405 5,352,772 17,863 1,199 5,371,834 99.9

29  奈　　　良 1,307,906 1,284,163 14,414 249 1,298,826 99.3

30  和　歌　山 910,486 855,544 36,755 1,325 893,624 98.1

31  鳥　　　取 543,210 493,457 36,286 2,578 532,321 98.0

32  島　　　根 650,900 616,698 16,238 464 633,400 97.3

33  岡　　　山 1,850,206 1,789,896 44,902 2,587 1,837,385 99.3

34  広　　　島 2,761,025 2,611,308 9,978 7,246 2,628,532 95.2

35  山　　　口 1,301,688 1,212,607 10,508 4,138 1,227,253 94.3

36  徳　　　島 697,733 643,476 22,043 12,740 678,259 97.2

37  香　　　川 926,866 917,648 2,988 3 920,639 99.3

38  愛　　　媛 1,320,198 1,197,928 21,068 20,472 1,239,468 93.9

39  高　　　知 675,090 573,593 61,707 5,080 640,380 94.9

40  福　　　岡 5,101,390 4,794,464 13,690 87,231 4,895,385 96.0

41  佐　　　賀 803,055 759,123 8,641 1,092 768,856 95.7

42  長　　　崎 1,270,358 1,222,639 22,911 12,370 1,257,920 99.0

43  熊　　　本 1,709,733 1,439,081 74,272 16,616 1,529,969 89.5

44  大　　　分 1,098,383 987,116 15,184 8,369 1,010,669 92.0

45  宮　　　崎 1,048,688 992,651 31,828 1,843 1,026,322 97.9

46  鹿　児　島 1,581,634 1,482,681 45,816 16,153 1,544,650 97.7

47  沖　　　縄 1,462,871 1,437,909 23,267 18 1,461,194 99.9

124,704,624 120,508,470 1,623,337 396,991 122,528,798 98.3

125,177,460 120,874,440 1,666,833 362,430 122,903,703 98.2

※厚生労働省ホームページ「水道の基本統計」より作成。（東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事故

　の影響で福島県において現在給水人口のデータが提出できなかった市町村がある。）

※広島県の上水道の現在給水人口2,611,308人には、山口県岩国市内住民への給水人口94人を含んでいる。

令和3年度

第 ６        全 国 水 道 普 及 率 

都道府県名 総人口（A）
現在給水人口 普及率

 合　　　計
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